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研究内容：  

 

（１）高次元理論 
  空間次元が４以上ある高次元時空の枠組みで標準模型が抱える問題を解決し、標準模型の上にある基本理論
を探る研究を行っています。 
 
（２）量子力学の基礎研究 
  量子力学的な特異点、量子力学的超対称性についての研究を行っています。 
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